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副 会 長  近藤敦子、宮崎晶子

実行委員長  高橋正志

企画運営委員 佐藤律子、土田智子、三富純子
庶務渉外委員 筒井紀子、原田志保、古屋野裕美、坂井由紀
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[一般講演・講演者の方へ]

1)コ ンピュータで投影をする方は、発表データをUSBフ ラッシュメモリー
またはcD― Rにてご持参ください。
2)当 日午後 2時 30分から、コンピュータ投影テス トおよび予備ノー トパソ
コンヘのデータの保存を行いますので、データを持つてお集まりください。

3)一般講演の発表時間は 8分 (予鈴 7分で青ランプ、終鈴 8分で赤ランプ)、

討論時間は 4分です。

4)その他のお知らせ事項は、当日受付で致します。



第 28回 歯科衛生研究会プログラム
日時 平成 20年 3月 5日 (水)16時 30分～19時 25分
会場 日本歯科大学新潟生命歯学部 アイヴイホール

く(16:30-16:35〕>

「開会の辞」

シンポジウム :『 Wonderfu:!歯 科衛生士 』

座長 中村直樹
<16:35-16:45>

1 日本歯科大学新潟短期大学新卒歯科衛生士就職先に対する平成 19年度ステークホ
ルダー調査中間報告

○古屋野裕美、小菅直樹、中村直樹、浅沼直樹、荒井 桂、森田修己
(新潟短期大学)

く(16:45-17:15〕>

2 歯科衛生士が歯科医院を変える
O阿部幸作、浅野由恵、片桐美和
(歯科医師 長岡市 :阿部歯科医院)

<17:15-17:45>

3 長く続けてきたからこそ見えること、わかること
川崎律子

(歯科衛生士 新潟市 :原田歯科医院 )
く〔17:45-18:05〕 >

総合討論

<18:05-18:20>

感謝状の授与・休憩

一般講演

座長 山崎明子
<18:20-18:32>

1 手指に塗布したヮセリンが速乾性擦式手指消毒剤に及ぼす影響
○古俣弥枝子

1、
渡辺尚子 1、 吉坂真寿美

1、
帆苅初枝

1、
水谷太尊

2、
菅原芳秋

3

(新潟病院看護科
1、
新潟病院口腔外科

2、
医科病院中央検査科

3)

<18:32-18:44>

2 いわゆる上顎第 4大臼歯と第 3大自歯の癒合歯の形成過程に関する一考察
○高橋正志

1、
森 和久 2、 又賀 泉 2

(新潟短期大学
1、
新潟生命歯学部口腔外科学第 2講座 2)



座長 榎 佳美
<18:44-18:56>

3 歯科医とのコミュニケーションに対して不信感を抱いている患者に対する歯周基
本治療   ～傾聴を用いたプラークコントロール～
○金内久美

1、
遠藤祐香 2、 坂井由紀

2、
高塩智子 3、 両角祐子

4

(新潟短期大学専攻科
1、
新潟病院歯科衛生科

2、
新潟病院総合診療科

3、
新潟生

命歯学部歯周病学講座
4)

<・18:56-19:08>

4 中越沖地震被災地における小児の口腔清掃調査
○本間靖江

1、
海老原隆2、 宮崎晶子

3、
末高武彦

4

(新潟短期大学専攻科
1、
新潟病院総合診療科

2、
新潟短期大学

3、
新潟生命歯学

部衛生学講座 4)

く〔19:08-19:20〕>

5 本学学生に対する生活習慣調査について
○土田智子、伊勢村知子、小菅直樹、佐藤律子、宮崎晶子、佐藤治美、

筒井紀子、原田志保、古屋野裕美

(新潟短期大学)

<19:20-19:25〕 >

「閉会の辞」



シンポジウム :「 WOnderful!歯科衛生士 」
歯科衛生士が歯科医院を変える

阿部歯科医院  ○阿部幸作
浅野由恵

片桐美和

昨今の歯科界、特に一般開業歯科医院の現状
は、皆様もご承知の通り大変厳 しいものになって
います。歯科医師・歯科医院の増加、少子高齢化、
歯科疾患の構造変化など、歯科医院にとって多く
のマイナスとなる項目があげられます。 しかし、
21世紀になり患者さんの健康観は高まり、より美
しく快適な口腔環境を望まれる患者 さんが多く
なりました。そのような患者さんの多様なニーズ

に応えるため、これまでの歯科医師主導の治療で
はなく、歯科衛生士・歯科技工士との三位一体に
よるチーム医療の必要性が認識され始めていま
す。歯科衛生士の業務内容は拡大し、今や歯科医
院にとって必要不可欠で重要な存在であるとい
えます。厳 しい時代の歯科界に明るい光を照らし
てくれるのは、歯科衛生士であるかもしれませ
ん。しかし、患者さんからも歯科医師からも信頼
される歯科衛生士になるには、プロ意識をもつて
日々の地道な努力を続けなければなりません (若
い歯科医師も一緒ですが 。・・)。 そんな中から
歯科衛生士としてのや りがいを見出せるのでは
ないでしょぅか ?

今回のシンポジウムでは、
1)当院の歯科衛生士の業務内容
2)歯科医院の現状と変化
3)これから歯科衛生士として働くみなさんヘ
以上につきまして、私なりの意見を述べさせて
いただきます。まだまだ発展途上中の若い (?)
歯科医師の一意見として聴いていただき、皆様と
活発なディスヵッションができればと考えてお
ります。





手指に塗布したワセリンが速乾性株式手指消毒
剤に及ぼす影響

新潟病院看護科   ○古俣弥枝子、渡辺尚子
吉坂真寿美、帆苅初枝

新潟病院口腔外科   水谷太尊
医科病院中央検査科  菅原芳秋
【目的】手洗いや速乾性擦式手指消毒剤 (以下
擦式消毒剤 と略す)は感染防止対策 として基本
的な手段であるが、頻繁な使用は手荒れを生じ

やすい。当病棟では手荒れ防止のため、自色ワ
セ リンを安価で刺激がないとの理由で 7割の看
護師が使用 していたが、勤務中に塗布する行為
が見られた。そこで私たちは、ワセ リンの塗布
が擦式消毒剤に及ぼす影響について疑間を持ち
検討を行った。

【方法】日常的手洗い後、擦式消毒剤 (オスバン

ラビング)に よる手指消毒を行い、清潔操作でワ
セ リンを手指に塗布 し、シーツ交換を行った後
に、擦式消毒剤で手指消毒を行なつた。その擦式
消毒剤使用前後で手掌の細菌調査を行い、菌種の
同定とコロニー数を算出した。培地はハンドペた
んチェックRを用い、右手は一般菌用、左手は黄
色ブ ドウ球菌用とした。被験者は看護師 2名 でワ
セリン塗布は 8例、対照として非塗布は 2例行っ
た。

【結果】ワセリン塗布ではシーッ交換後の菌の付
着は一般菌で最大 330コ ロニー、最小は 8コ ロニ
ー、平均 58コ ロニーだった。擦式消毒後は最大 5
コロニー、最小 0で平均 1.3コ ロニーだった。黄
色ブ ドウ球菌は最大 40コ ロニー、最小 0、 平均 6
コロニー、擦式消毒後は 0だった。平均除菌率は
91.0%だった。除菌されなかった菌種は主にバシ
ラス属でブ ドウ糖非発酵グラム陰性拝菌もあっ
た。非塗布ではシーツ交換後の菌の付着は一般菌
で最大 45コ ロニー、最小 11コ ロニー、平均 28
コロニーで擦式消毒後は最大 1コ ロニー、最小 0、
平均 0.5コ ロニーだった。黄色ブ ドゥ球菌は検出
されず平均除菌率 95。 4%であった。除菌されなか
つたのはバシラス属だつた。

【考察】ワセリン塗布は非塗布に比べ、擦式消毒
剤による除菌率は低かった。 これはワセ リじ
の粘着性が強く吸水性、浸透性が少なくエタノ
ー・ルに溶けにくい特性が影響 していると推測さ
れた。除菌されなかった菌はオスバンラビング
の基材に耐性を示す菌であったことゃ有機物
付着が消毒効果を低下させたと考えられた。
【結論】医療現場でのワセリンの使用は擦式消
毒剤の除菌効果を阻害するおそれがあることが
示唆された。

いわゆる上顎第 4大臼歯と第 3大臼歯の癒合歯
の形成過程に関する一考察

新潟短期大学    ○高橋正志
新潟生命歯学部日外 2 森 和久、又賀 泉

【目 的】癒合歯を形成 した歯胚に関しては、2
個の歯胚が癒合したとする説と、1個の歯胚が不
完全分離したとする説があり、いまだ決着をみて

いない。今回は、いわゆる上顎第 4大臼歯と第 3
大臼歯の癒合歯の、癒合部の組織構造を詳細に検

討し、癒合歯の形成過程について考察した。

【材料と方法】疼痛のため抜去した、24歳男性の
いわゆる上顎左側第 4大臼歯と第 3大自歯の癒
合歯を材料とした。抜去後、ただちに 10%中性ホ
ルマリンで固定した。癒合歯の表面形態を実体顕

微鏡下で詳細に観察し、歯髄腔の形態を軟 X線撮
影装置 (SOFRON)で観察した。その後、癒合部を通

る近遠心方向の研磨標本を作製 し、偏光顕微鏡、

位相差顕微鏡、蛍光顕微鏡、マイクロラジオグラ
フィーで観察 した。また、同一標本の研磨面を

0。 05/y Hclで 3分間腐蝕 し、水洗、アルコール
脱水 し、臨界点乾燥 したのち白金蒸着を施 し、
S-800型走査電顕 (日 立)で観察した。両歯の癒
合部の歯髄を同様にして走査電顕で観察した。

【結 果】本例の第 3大臼歯と癒合していた、い
わゆる第 4大臼歯は、 1咬頭 1根で、根尖が完成
し、咬頭頂が、舌側約 3分の 1の位置にあった。
両歯の癒合部を通る、近遠心方向の研磨標本を蛍

光顕微鏡で観察すると、両歯の象牙質には各々4
本の蛍光線がみられ、両歯の髄周象牙質において

は同様な位置を占め、癒合部で連続 していた。同
一標本を位相差顕微鏡で観察すると、両歯の象牙

質の象牙細管などの組織構造は、癒合部では連続
的であった。両歯の歯髄は、癒合部で合流 してお
り、ヘマ トキシリンで染色すると、実体顕微鏡下
で太い動脈などが識別できた。両歯髄の動脈など
の組織構造は、合流部では連続的であった。
【考 察】本例の、両歯の象牙質にみられた4本
の蛍光線の位置から、両歯の象牙質の石灰化の進
行時期は、同様であったと考えられる。本例の、
いわゆる上顎第 4大臼歯は、根尖の完成時期、第
3大臼歯との癒合部の象牙質と歯髄の組織構造、
第 3大臼歯の形態変化から、第 3大臼歯の歯胚か
ら不完全分離 した過剰歯胚によって形成 された
と推察される。本例は、第一歯堤の正中より9個
目の歯胚に由来する “真性の第 4大臼歯"だけで
なく、自芳歯と同様な成因による過剰歯胚に由来
する “いわゆる第 4大臼歯"が存在することを示
している、と考えられる。



歯科医とのコミュニケーションに対 して不信感
を抱いている患者に対する歯周基本治療

～傾聴を用いたプラークコントロール～

新潟短期大学専攻科 ○金内久美
新潟病院歯科衛生科  遠藤祐香、坂井由紀
新潟病院総合診療科  高塩智子
新潟生命歯学部歯周病学講座  両角祐子
【緒言】
患者とのコミュニケーションにおいて、病院に
従事するスタッフは「患者と良好な関係を結ぶこ
と」、「患者から治療やケアに必要な情報を十分
に聴くこと」、そして「得られた情報をアセスメ
ントし、実際に患者が受け入れられるものにして
関わつていくこと」の三要素が要求される。
例えば、患者との良好な関係を築いたとしても
情報収集せず、医療的介入や説明を行わなけれ
ば、その良好な関係は医療に反映されない。
そこで前医とのコミュニケーション不足に不
信感を抱いており、良好な関係が築かれていない
と考えられた症例に対し、傾聴のスキルを用い信
頼関係の構築を図ったので報告する。
【症例】

患 者 :49歳 女性
初診日:平成 19年 8月 7日
主 訴 :右下奥歯の痛みと腫れ
家族歴 0既往歴 :特記事項なし
現病歴 :数年前から体調不良時に歯肉腫脹を自覚
していた。他院に通院していたが、治療内容の説
明不足に対して不安を抱いたため、通院を中断。
今回症状が悪化し、本院へ来院。
【治療計画】

傾聴のスキルを活用し、患者の不信感を払拭す
ることを目的とし、モチベーション、日腔清掃指
導、スケーリングルートプレーニングを行う。
【結果・考察】
患者は、前医とのコミュニケーション不足によ
り歯科治療に対する不信感をもつて本院に来院
した。

傾聴は話し手の気持ちが楽になり、聞き手とし
ても話 し手から信頼されるとい

・
う効果が得られ

る。本症例では、傾聴を用いた歯周基本治療を行
うことによって患者 との良好な信頼関係を構築
することができたと思われた。これによリプラー
クコントロールは PcR-45.7%から PCR=10.6%と オ佳
移 し、全額的な歯周組織の改善が認められ 4nlln以
上 PD占有率の減少がみられた。
患者の声に対 して耳を傾けて聴 くことで患者の
感情が伝わり、それを言葉や態度にして相手に表
現することで、共感的理解による深い信頼関係が
結ばれるものと考えられた。

中越沖地震被災地における小児の口腔清掃調査

新潟短期大学専攻科

新潟病院総合診療科

新潟短期大学

○本間靖江

海老原隆

宮崎晶子

新潟生命歯学部衛生学講座  末高武彦
【目的】2004年に発生した中越地震では主に、高
齢者に対する口腔ケアが中心だったため、学童の

口腔ケアは行つておらず、避難所には多くの支援
物資が届き、菓子パンやジュースが自由に与えら

れてお り、日腔環境の悪化が危惧 されてきた。
2007年 7月 16日 に発生した中越沖地震では、特
に災害の大きかった地域ではなかなか日常生活
が取り戻せない学童においては、夏休みというこ
ともあり、歯磨き習慣も乱れている可能性が示唆
され、口腔保健指導の必要性が認められる。その

ため、自らの口腔内を観察して歯磨きの習慣・生

活習慣を振 り返 り、日常生活を早期に取り戻すこ

とを目的として調査を行つた。

【方法】震災後約 1か月経過した8月末に、中越
地方KttN町とG町の児童クラブにいる6-9
歳の児童を対象として調査を行った。
【結果・考察】対象者 65名 (6歳児 16名 、7歳
児 18名、8歳児 20名 、9歳児 H名 )の調査結果、
1日 の歯磨き回数において、6歳児では 1回が最
も多かったのに対し、7-9歳 児では 3回が最も
多かった。8歳児には 4回以上行っている児童も
いた。学年があがるにつれ、1日 3回歯磨きをす
る習慣が身についていたことがわかった。歯磨き
をする時期については、6-9歳 児とも朝食後に
最も多く行っていることがわかった。6歳児では
まだ、歯磨きに対する習慣づけがされていないよ
うであるが、8-9歳児では、1日 3回毎食後に歯
磨きをする習慣があることがわかり、歯磨きの役
割をしっかりと理解 し、自分自身の歯に対する意
識が高まっていると思われる。児童の両親の歯磨
き回数は、わからないという回答もあったが、父
親は 2回、母親はだいたい 3回以上歯磨きをして
いることがわかった。全く歯磨きをしないという
回答もあった。これには、避難所暮らしによる影
響があると思われる。また、歯科治療受診率は、
全体的に歯科治療にかかっている児童は少ない

傾向にあり、地震直後であるために歯に対する意
識・予防が薄れてきているといえる。
【まとめ】今回の児童における口腔清掃調査で
は、主に 6-9歳 を対象としたが被災時の歯磨き
の状況・生活習慣などの調査を通じて、ある程度
現在の実態を把握することができた。今後は、震
災時の児童に対する日腔清掃や予防に関しては、
早期かつ継続的に行つていくことが大切である
と思われた。



本学学生に対する生活習慣調査について

新潟短期大学 ○土田智子,伊勢村知子
小菅直樹,佐藤律子 ,
宮崎晶子,佐藤治美 ,
筒井紀子,原田志保 ,
古屋野裕美

【目 的】
平成 15年、栄養改善法を改廃 した健康増進法
の施行に伴い、国民栄養調査は国民健康・栄養調
査として栄養のみならず運動、休養 (睡眠)、 飲
酒、喫煙、歯の健康等の生活習慣全般に調査項目
が拡充され引き継がれた。今回、我々は学生の生
活習慣の状況を明らかにし、学生自身による健康
の増進および生活指導を行 うための基礎資料を
得ることを目的とし調査を行つた。

【対象および方法】

対  象 :本学第 1学年 50名
実施時期 :第 1学年 11月 栄養指導授業内
調査内容 :平成 15年国民健康・栄養調査におけ

る生活習慣調査票より抜粋 し (喫煙・飲
酒項目を除く)、 調査票にて回収した。

【結果および考察】

国民健康・栄養調査の全国 (15～ 19歳)と の比
較では、ほぼ同様の結果であった。睡眠薬・安定
剤の使用状況が「常にある」と回答した者につい
ては、医療機関への受診状況や、生活背景などの
具体的な調査が必要である。また、健康に関する
教室等への参加状況では、「参加 したことはない
が参加 してみたいと思う」と回答 した学生が 42%
と半数近くいた。この事から、学内といぅ身近な
場所での勉強会を主催 し、参加 しやすい環境を整
える事も重要である。また、学生自身が企画運営
し、勉強する場や意見交換の場を設けることによ
り、学年間の交流を深めることもできると考えら
れる。「健康 日本 21」 の認知状況に関しては、「内
容を知っている」と回答 している者は全国 3.7%
と比較し、本学は 66%と 多かった。一方「聞いた
ことはあるが内容を知らない」と回答 した学生は
32%であり、専門科目において教育しているもの
の、知識が定着していないことが伺えたため、歯
科衛生士教員による更なる教育改善が必要であ
る。歯間部清掃用器具の使用状況に関しては、「使
用 している」と回答している者は、全国 H.1%と
比較 し、本学 30%と 多くの学生が使用していた。

ど彗慮L選馨塁馨象ど響選:百ビ禁菫墨募劣::
今回のアンケー ト調査結果を参考に、個々に応じ

繋げていきたぃ。



次回の「歯科衛生研究会」は平成 20年 7月 中旬に開催する予定です。
多数の講演の申し込みをお待ちしてぃます。


